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(57)【要約】

【課題】食経験の豊富な成分を用いて、簡便且つ効果的

で安全性の高い、哺乳期家畜（牛、馬、豚、羊、山羊な

ど）の免疫力を増強させるための飼料組成物、哺乳期家

畜の飼養方法等を提供する。

【解決手段】マルチトールを有効成分として含有する飼

料組成物等を哺乳期家畜に給与又は経口投与することで

、その免疫力を増強させ（特に免疫グロブリン吸収促進

を促し）、また、哺乳期家畜の死亡率低減や感染症予防

などもでき、効率的な酪農、畜産経営を行うことができ

る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 マ ル チ ト ー ル を 有 効 成 分 と す る 、 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 力 増 強 用 飼 料 組 成 物 。

【 請 求 項 ２ 】

　 飼 料 組 成 物 が 初 乳 及 び ／ 又 は 人 工 初 乳 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の

組 成 物 。

【 請 求 項 ３ 】

　 免 疫 力 増 強 が 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ４ 】

　 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 が 、 Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 促 進 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ５ 】

　 家 畜 が 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る １ 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項

に 記 載 の 飼 料 組 成 物 。

【 請 求 項 ６ 】

　 マ ル チ ト ー ル を 哺 乳 期 家 畜 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 哺 乳 期 家 畜 の 免

疫 力 増 強 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 マ ル チ ト ー ル を 哺 乳 期 家 畜 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 哺 乳 期 家 畜 の 免

疫 力 増 強 に よ る 死 亡 率 低 減 及 び ／ 又 は 感 染 症 予 防 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 免 疫 力 増 強 が 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 で あ る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 が 、 Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 促 進 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 出 生 後 ４ ８ 時 間 以 内 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ

か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 初 乳 又 は 人 工 初 乳 に マ ル チ ト ー ル を 混 合 し て 給 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ～ １

０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 家 畜 が 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る １ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ６ ～ １ １ の い ず れ か １

項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 哺 乳 期 に お い て 請 求 項 ６ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に よ り 飼 養 さ れ た 乳 牛 か ら

搾 乳 す る こ と を 特 徴 と す る 、 牛 乳 の 生 産 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 力 増 強 用 飼 料 組 成 物 等 に 関 す る も の で あ る 。 詳 細 に は 、 哺

乳 期 家 畜 （ 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 な ど ） に お い て 、 そ の 免 疫 力 を 増 強 さ せ る た め の 飼 料 組

成 物 、 飼 養 方 法 等 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 酪 農 、 畜 産 業 界 に お い て 、 哺 乳 期 家 畜 の 死 亡 は 飼 養 技 術 や 家 畜 医 療 技 術 が 向 上 し た 現 在

に お い て も 依 然 と し て 多 く 、 そ の 死 亡 率 の 低 下 が 要 望 さ れ て い る 。 例 え ば 、 牛 に つ い て 、

北 海 道 に お い て は 生 後 １ ヶ 月 以 内 に １ 割 の 子 牛 が 死 亡 し て お り 、 関 係 機 関 な ど が 一 体 と な

っ て 飼 養 環 境 の 改 善 等 に 取 り 組 ん で い る 現 状 に あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 な お 、 子 牛 は 感 染 症 に 弱 く 、 下 痢 や 肺 炎 に よ る 育 成 中 の 死 亡 は 、 そ の ほ と ん ど が 哺 乳 期

間 中 に 発 生 し て い る と さ れ て い る 。 子 牛 な ど の 哺 乳 期 家 畜 の 死 亡 率 低 減 に あ た っ て は 、 飼
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養 環 境 （ 特 に 衛 生 環 境 ） を 良 好 に す る と 共 に 、 個 体 の 健 康 （ 特 に 免 疫 抵 抗 性 ） 増 進 を 図 っ

て い く こ と が 重 要 と 考 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の 個 体 の 免 疫 抵 抗 性 増 進 （ 免 疫 力 増 強 ） に つ い て は 、 例 え ば 子 牛 の 場 合 は 、 初 乳 の 給

与 に よ り 、 免 疫 抗 体 （ Ｉ ｇ Ｇ 、 Ｉ ｇ Ｍ 、 Ｉ ｇ Ａ な ど の 免 疫 グ ロ ブ リ ン ） が 母 牛 か ら 子 牛 へ

移 行 す る こ と で 免 疫 力 を 獲 得 す る 。 出 生 後 か ら 約 ４ ～ ８ 週 齢 頃 ま で の 子 牛 は 、 感 染 症 な ど

に 抵 抗 す る た め の 抗 体 を 産 生 す る こ と が で き ず 、 免 疫 抗 体 を 多 量 に 含 ん だ 初 乳 を 摂 取 す る

こ と に よ り 初 め て 母 由 来 の 免 疫 抗 体 を 獲 得 す る こ と が で き 、 こ れ は 受 動 免 疫 と 呼 ば れ る 。

受 動 免 疫 の 移 行 が 不 全 な 子 牛 に つ い て は 、 罹 病 率 や 死 亡 率 が 増 加 す る た め 、 受 動 免 疫 移 行

不 全 の 診 断 方 法 な ど も 提 案 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 な お 、 免 疫 抗 体 移 行 の 仕 組 み は 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 な ど の 家 畜 も 牛 と 同 様 で 、 母 体 の 胎

盤 を 通 じ て 母 か ら 子 へ 抗 体 は 移 行 せ ず 、 初 乳 に よ り 移 行 す る 。 そ し て 、 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫

グ ロ ブ リ ン 賦 活 活 性 （ 特 許 文 献 １ ） や 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 活 性 （ 特 許 文 献 ２ ） な ど

を 有 す る 成 分 が 見 出 さ れ て お り 、 ま た 、 Ｉ ｇ Ｇ を 含 む 初 乳 を 濃 縮 す る こ と で Ｉ ｇ Ｇ を 高 含

有 し た も の も 市 販 さ れ て い る が 、 当 業 界 に お い て は 、 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 力 を 増 強 で き る 更

な る 成 分 等 の 開 発 な ど 、 多 方 面 か ら の 総 合 的 な 取 り 組 み が 引 き 続 き 望 ま れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 マ ル チ ト ー ル は 、 高 純 度 の 麦 芽 糖 水 飴 （ 主 成 分 ： 麦 芽 糖 ） を 触 媒 の 存 在 下 で 高 圧

接 触 還 元 （ 水 素 添 加 ） す る 方 法 な ど に よ り 得 ら れ る 糖 ア ル コ ー ル で あ り 、 そ れ は 砂 糖 に 似

た 甘 味 質 を 有 す る 難 消 化 性 糖 質 で あ る こ と な ど か ら 低 カ ロ リ ー 素 材 と し て 各 種 健 康 食 品 な

ど に 広 く 使 用 さ れ て い る 。 ま た 、 マ ル チ ト ー ル を 動 物 用 飼 料 に 利 用 し た 例 （ 特 許 文 献 ３ ）

も あ る が 、 さ ら に そ の 用 途 を 広 げ 、 市 場 を 拡 大 す る こ と が 望 ま れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し 、 マ ル チ ト ー ル を 哺 乳 期 家 畜 へ 給 与 又 は 経 口 投 与 し た 際 の 免 疫 力 等 に 対 す る 影 響

に 関 し て は 、 現 在 ま で の と こ ろ 知 ら れ て い な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ １ ４ ２ ８ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ３ １ ０ ６ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ５ ２ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 産 業 動 物 臨 床 医 誌 ， ４ （ １ ） ： １ － ７ ， ２ ０ １ ３

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 食 経 験 の 豊 富 な 成 分 を 用 い て 、 簡 便 且 つ 効 果 的 で 安 全 性 の 高 い 、 哺 乳 期 家 畜

（ 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 な ど ） の 免 疫 力 を 増 強 さ せ る た め の 飼 料 組 成 物 、 哺 乳 期 家 畜 の 飼

養 方 法 等 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 の 結 果 、 マ ル チ ト ー ル を 有 効 成 分 と し

て 含 有 す る 飼 料 組 成 物 等 を 哺 乳 期 家 畜 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と で 、 そ の 免 疫 力 を 増 強

さ せ 、 哺 乳 期 家 畜 の 死 亡 率 低 減 や 感 染 症 予 防 な ど も で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し

た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 次 の と お り で あ る 。

（ １ ） マ ル チ ト ー ル を 有 効 成 分 と す る （ 有 効 成 分 と し て 含 有 す る ） 、 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 力
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増 強 用 飼 料 組 成 物 （ 特 に 、 免 疫 力 増 強 に よ る 死 亡 率 低 減 及 び ／ 又 は 感 染 症 予 防 用 飼 料 組 成

物 ） 。

（ ２ ） 飼 料 組 成 物 が 初 乳 及 び ／ 又 は 人 工 初 乳 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） に 記 載

の 組 成 物 。

（ ３ ） 免 疫 力 増 強 が 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 組 成 物 。

（ ４ ） 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 が 、 Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 促 進 で あ る （ ３ ） に 記 載 の 組 成 物 。

（ ５ ） 家 畜 が 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る １ 以 上 で あ る 、 （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ

か １ つ に 記 載 の 飼 料 組 成 物 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ ６ ） マ ル チ ト ー ル （ 例 え ば 、 マ ル チ ト ー ル を 含 有 す る 飼 料 組 成 物 又 は 医 薬 組 成 物 ） を 哺

乳 期 家 畜 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 力 増 強 方 法 。

（ ７ ） マ ル チ ト ー ル を 哺 乳 期 家 畜 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 哺 乳 期 家 畜

の 免 疫 力 増 強 に よ る 死 亡 率 低 減 及 び ／ 又 は 感 染 症 予 防 方 法 。

（ ８ ） 免 疫 力 増 強 が 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 で あ る （ ６ ） 又 は （ ７ ） に 記 載 の 方 法 。

（ ９ ） 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 が 、 Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 促 進 で あ る （ ８ ） に 記 載 の 方 法 。

（ １ ０ ） 出 生 後 ４ ８ 時 間 以 内 に 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ６ ） ～ （ ９ ）

の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ １ １ ） 初 乳 又 は 人 工 初 乳 に マ ル チ ト ー ル を 混 合 し て 給 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ６ ）

～ （ １ ０ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ １ ２ ） 家 畜 が 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る １ 以 上 で あ る 、 （ ６ ） ～ （ １ １ ） の い

ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ １ ３ ） 哺 乳 期 に お い て （ ６ ） ～ （ １ １ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 に よ り 飼 養 さ れ た

乳 牛 （ 泌 乳 牛 ） か ら 搾 乳 す る こ と を 特 徴 と す る 、 牛 乳 の 生 産 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 哺 乳 期 家 畜 に と っ て 安 全 性 の 高 い 成 分 を 給 与 又 は 経 口 投 与 す る だ け で

、 簡 便 且 つ 効 果 的 に そ の 免 疫 力 を 増 強 さ せ 、 哺 乳 期 家 畜 の 死 亡 率 低 減 や 感 染 症 予 防 な ど も

で き る 。 ま た 、 マ ル チ ト ー ル は 、 砂 糖 や 水 飴 同 様 、 広 く 加 工 食 品 原 料 と し て 利 用 さ れ て お

り 、 そ の 家 畜 飼 養 へ の 利 用 は し 易 く 、 こ れ に よ り マ ル チ ト ー ル の 新 規 用 途 に よ る 市 場 拡 大

効 果 も 期 待 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ の 試 験 に お け る 、 本 発 明 区 （ Ｍ Ａ Ｌ 区 ： 黒 丸 及 び 一 点 鎖 線 ） と 対 照 区 （

白 抜 き 三 角 及 び 実 線 ） 、 比 較 対 象 区 （ Ｆ Ｏ Ｓ 区 ： 黒 四 角 及 び 点 線 ） の 子 牛 出 生 か ら の 時 間

（ 横 軸 ： ｄ ａ ｙ ） と そ の 血 清 Ｉ ｇ Ｇ 濃 度 （ 縦 軸 ： ｇ ／ Ｌ ） の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 な

お 、 グ ラ フ 中 の ａ 、 ｂ は 、 異 文 字 間 に 有 意 差 が あ る こ と （ ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ） を 示 す 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 試 験 に お け る 、 本 発 明 区 （ Ｍ Ａ Ｌ 区 ： 右 端 ） と 対 照 区 （ 左 端 ） 、 比 較

対 象 区 （ Ｆ Ｏ Ｓ 区 ： 中 央 ） の 子 牛 の み か け の Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 率 （ Ａ Ｅ Ａ ： Ａ ｐ ｐ ａ ｒ ｅ ｎ ｔ

 Ｅ ｆ ｆ ｉ ｃ ｉ ｅ ｎ ｃ ｙ 　 ｏ ｆ 　 Ａ ｂ ｓ ｏ ｒ ｐ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。 な お 、 グ

ラ フ 中 の ａ 、 ｂ は 、 異 文 字 間 に 有 意 差 が あ る こ と （ ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ） を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま ず 、 本 発 明 に お い て は 、 マ ル チ ト ー ル を 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 力 増 強 用 飼 料 組 成 物 等 （ サ

プ リ メ ン ト や 医 薬 組 成 物 な ど で も 良 い ） の 有 効 成 分 と し て 使 用 す る 。 マ ル チ ト ー ル は 、 麦

芽 糖 を 還 元 （ 水 素 添 加 ） す る 方 法 な ど に よ り 得 ら れ る 糖 ア ル コ ー ル で あ り 、 必 要 に 応 じ て

乾 燥 粉 末 状 、 顆 粒 状 、 液 体 状 、 ペ ー ス ト 状 等 の も の を 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 使 用 形 態

は 特 段 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 マ ル チ ト ー ル の 純 品 （ 精 製 品 ） だ け で な く 、 粗 精

製 品 や 市 販 品 の 使 用 も 除 外 さ れ な い が 、 一 定 以 上 （ 例 え ば １ ０ ％ 以 上 ） の 含 有 率 ま で 精 製

さ れ た も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】
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　 そ し て 、 こ の マ ル チ ト ー ル を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 飼 料 組 成 物 等 を 、 哺 乳 期 家 畜 へ 給

与 又 は 経 口 投 与 を 行 う 。 給 与 又 は 経 口 投 与 量 は 、 子 牛 で 例 示 す る と 、 １ 日 に ２ 回 の 給 与 又

は 経 口 投 与 に お い て １ 回 あ た り マ ル チ ト ー ル と し て １ ～ ５ ０ ｇ ／ 頭 、 好 ま し く は ５ ～ ２ ０

ｇ ／ 頭 程 度 で あ る 。 特 に 、 出 生 後 １ ２ 時 間 以 内 に ２ 回 投 与 し 、 出 生 後 ４ ８ 時 間 ま で に ２ ０

～ １ ０ ０ ｇ ／ 頭 以 上 を 給 与 又 は 経 口 投 与 す る の が 好 ま し い 。 な お 、 こ の 量 は １ 日 当 た り 体

重 １ ｋ ｇ に つ き １ ６ ０ ～ １ ４ ０ ０ ｍ ｇ 程 度 で あ る 。 給 与 ・ 投 与 の 回 数 、 マ ル チ ト ー ル の 量

な ど は 、 上 記 を 参 考 に 適 宜 調 節 が 可 能 で あ る 。 子 牛 以 外 の 家 畜 に つ い て も 、 当 該 投 与 量 と

同 じ で も 良 い し 、 こ の 数 値 か ら 体 重 等 に よ る 所 要 の 換 算 等 を 行 っ て 投 与 量 を 設 定 し て も よ

い 。 ま た 、 給 与 又 は 経 口 投 与 開 始 時 期 に つ い て は 、 出 生 後 ４ ８ 時 間 以 内 に 、 好 ま し く は ３

６ 時 間 以 内 に 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ４ 時 間 以 内 に 、 最 も 好 ま し く は １ 時 間 以 内 に 給 与 又 は

経 口 投 与 を 開 始 す る の が 好 適 例 と し て 挙 げ ら れ る 。 給 与 （ 投 与 ） 回 数 に 応 じ て 、 適 宜 マ ル

チ ト ー ル の 量 を 調 節 し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 な お 、 本 発 明 の 対 象 と な る 家 畜 と し て は 、 乳 や 肉 な ど を ヒ ト が 利 用 す る 反 芻 家 畜 （ 乳 牛

、 肉 牛 、 羊 、 山 羊 な ど ） 、 馬 、 豚 な ど が 例 示 さ れ る 。 本 発 明 は 、 免 疫 抗 体 移 行 の 仕 組 み が

受 動 免 疫 で あ る 家 畜 の 哺 乳 期 （ 例 え ば 、 牛 で は 出 生 後 か ら 約 ４ ～ ８ 週 齢 頃 ま で ） で 効 果 を

発 揮 す る こ と が 特 徴 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 飼 料 組 成 物 等 の 形 態 と し て は 、 例 え ば マ ル チ ト ー ル と 他 の 飼 料 原 料 等 を 混

合 し て 粉 末 状 、 顆 粒 状 、 ペ ー ス ト 状 、 液 状 な ど と し た 粉 末 剤 、 顆 粒 剤 、 シ ロ ッ プ 剤 、 液 剤

等 の 製 剤 と し て 給 与 又 は 経 口 投 与 し て も 良 い が 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン （ Ｉ ｇ Ｇ 、 Ｉ ｇ Ｍ 、 Ｉ ｇ

Ａ な ど ） を 多 く 含 有 す る 初 乳 や 人 工 初 乳 、 あ る い は 、 代 用 乳 や 人 工 乳 な ど に マ ル チ ト ー ル

を 混 合 し て 飼 料 組 成 物 と し て 給 与 す る の が 好 ま し い 。 特 に 、 マ ル チ ト ー ル と 共 に 、 免 疫 グ

ロ ブ リ ン を 出 生 後 ２ ４ 時 間 ま で に 体 重 １ ｋ ｇ に つ き １ ～ １ ０ ｇ 程 度 供 給 で き る よ う な 組 成

物 と す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 マ ル チ ト ー ル 以 外 の 免 疫 力 増 強 成 分 （ 例 え ば ラ フ ィ ノ ー ス

や Ｄ Ｆ Ａ な ど ） や 他 の 機 能 性 成 分 、 乳 酸 菌 生 菌 な ど を 併 用 す る こ と も 特 段 の 制 約 は な く 、

さ ら に は 、 マ ル チ ト ー ル を 別 途 単 独 で 給 与 又 は 経 口 投 与 し て も 差 し 支 え な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 に お い て 、 初 乳 と は 、 分 娩 後 初 め て も し く は ２ 回 目 に 搾 乳 さ れ る 乳 汁 を

意 味 し 、 人 工 初 乳 と は 、 初 乳 に 近 似 し た 組 成 の 哺 乳 家 畜 用 飼 料 を 意 味 す る 。 ま た 、 代 用 乳

と は 、 脱 脂 粉 乳 を 主 原 料 と し 液 状 に 溶 解 し て 給 与 す る 飼 料 を 意 味 し 、 人 工 乳 と は 、 固 形 状

で 給 与 す る 代 用 乳 以 外 の 配 合 飼 料 を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ の よ う に し て 、 哺 乳 期 家 畜 に マ ル チ ト ー ル を 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と で 、 そ の 免 疫

力 を 増 強 さ せ 、 特 に 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 を 促 し 、 哺 乳 期 家 畜 の 死 亡 率 低 減 や 感 染 症 予

防 な ど も で き る 。 こ れ は 、 マ ル チ ト ー ル の 新 規 用 途 発 明 で あ り 、 マ ル チ ト ー ル の 市 場 拡 大

も 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 さ ら に 、 哺 乳 期 家 畜 に マ ル チ ト ー ル を 給 与 又 は 経 口 投 与 す る こ と で 、 成 体 ま で に お い て

個 体 の 健 康 増 進 を 図 る こ と が で き 、 例 え ば 乳 牛 （ 泌 乳 牛 ） で は 、 成 牛 の 乳 生 産 量 向 上 や 乳

質 改 善 な ど 牛 乳 生 産 に も 好 ま し い 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 述 べ る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も

の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 内 に お い て こ れ ら の 様 々 な 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 マ ル チ ト ー ル 添 加 人 工 初 乳 を 給 与 し た 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 及 び 血 清 中 の 免

疫 グ ロ ブ リ ン 濃 度 に 対 す る 効 果 を 確 認 す る た め 、 以 下 の 試 験 を 実 施 し た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 供 試 家 畜 は ホ ル ス タ イ ン 種 乳 牛 の 雄 子 牛 １ ８ 頭 と し 、 １ 試 験 区 あ た り ６ 頭 ず つ に 分 け 、
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 対 照 区 は 人 工 初 乳 （ ヘ ッ ド ス タ ー ト （ 登 録 商 標 、 Ｉ ｇ Ｇ ６ ０ ｇ ／ 袋 （ ２ ２ ５ ｇ ） 含 有 ）

、 バ イ エ ル 薬 品 株 式 会 社 製 品 ） 又 は 代 用 乳 （ み る く る （ 登 録 商 標 ） 、 明 治 飼 糧 株 式 会 社 製

品 ） の み 給 与 、 本 発 明 区 （ Ｍ Ａ Ｌ 区 ） は 人 工 初 乳 又 は 代 用 乳 ＋ マ ル チ ト ー ル （ Ａ ｍ ａ ｌ ｔ

ｙ 　 Ｍ Ｒ － ５ ０ （ 登 録 商 標 ） 、 三 菱 商 事 フ ー ド テ ッ ク 株 式 会 社 製 品 ） 給 与 （ マ ル チ ト ー ル

の 添 加 量 は １ ８ ｇ ／ 回 ） 、 比 較 対 象 区 （ Ｆ Ｏ Ｓ 区 ） と し て 人 工 初 乳 又 は 代 用 乳 ＋ フ ラ ク ト

オ リ ゴ 糖 （ メ イ オ リ ゴ － Ｐ （ 登 録 商 標 ） 、 株 式 会 社 明 治 製 品 ） 給 与 （ フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 の

添 加 量 は １ ８ ｇ ／ 回 ） を 出 生 か ら ７ 日 後 ま で 行 っ た 。 な お 、 ３ 処 理 区 の い ず れ も 、 給 与 は

次 の と お り 行 っ た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 １ ． 出 生 １ 時 間 以 内 に 、 Ｉ ｇ Ｇ を １ ２ ０ ｇ 含 む 人 工 初 乳 を ２ Ｌ 給 与

　 ２ ． 出 生 １ ０ 時 間 後 に 、 Ｉ ｇ Ｇ を １ ２ ０ ｇ 含 む 人 工 初 乳 を ２ Ｌ 給 与

　 ３ ． 出 生 ２ ４ 時 間 後 に 、 代 用 乳 を ２ Ｌ 給 与

　 ４ ． 出 生 ３ ６ 時 間 後 に 、 代 用 乳 を ２ Ｌ 給 与

　 ５ ． 出 生 ３ 日 以 降 は 、 １ 日 ２ 回 、 代 用 乳 ２ Ｌ 給 与

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ こ で 、 本 試 験 に お い て 、 親 牛 か ら 搾 乳 し た 初 乳 を 使 用 せ ず 、 人 工 初 乳 及 び 代 用 乳 を 使

用 し た 目 的 は 、 初 乳 の 差 に よ る 影 響 を 排 除 す る た め で あ る 。 ま た 、 本 試 験 に お い て は 具 体

的 な 商 品 名 が 挙 げ ら れ て い る が 、 こ れ は 供 試 品 の 素 性 を 示 す た め で あ り 、 個 々 の 商 品 の 優

劣 を 表 す も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 そ し て 、 出 生 １ 時 間 以 内 （ ０ 時 間 と し て 扱 う ） ～ ３ ６ 時 間 後 に つ い て は 給 与 直 前 に ９ ｍ

ｌ の 採 血 を 実 施 し 、 出 生 ３ 日 以 降 に つ い て は ４ 日 目 と ７ 日 目 に 同 様 の 採 血 を 実 施 し 、 そ れ

ぞ れ 血 清 Ｉ ｇ Ｇ 濃 度 を Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ 法 に よ り 測 定 し た 。 同 時 に 、 み か け の Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 率 （

Ａ Ｅ Ａ ： Ａ ｐ ｐ ａ ｒ ｅ ｎ ｔ 　 Ｅ ｆ ｆ ｉ ｃ ｉ ｅ ｎ ｃ ｙ 　 ｏ ｆ 　 Ａ ｂ ｓ ｏ ｒ ｐ ｔ ｉ ｏ ｎ ） も 、

出 生 ２ ４ 時 間 後 の 血 清 Ｉ ｇ Ｇ 濃 度 に 基 づ き 、 以 下 の 式 で 算 出 し た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 Ａ Ｅ Ａ ＝ （ 体 重 （ ｋ ｇ ） × ８ ． ６ ％ × 血 清 Ｉ ｇ Ｇ 濃 度 （ ｇ ／ Ｌ ） ） ÷ Ｉ ｇ Ｇ 給 与 量 × １

０ ０

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 こ の 給 与 と 採 血 の タ イ ミ ン グ を ま と め た も の を 下 記 表 １ に 、 各 区 の 子 牛 の 出 生 時

体 重 （ 平 均 ） 及 び Ｉ ｇ Ｇ 給 与 量 （ 総 量 ） を 下 記 表 ２ に 示 し た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の 試 験 結 果 を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 。 ま ず 、 図 １ に お い て 、 血 清 Ｉ ｇ Ｇ 濃 度 は 、 出 生

し て か ら １ ０ 時 間 後 で は そ れ ぞ れ の 区 に お い て 有 意 な 差 は 認 め ら れ ず 、 出 生 し て か ら ２ ４
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時 間 後 （ １ 日 後 ） よ り 本 発 明 区 （ Ｍ Ａ Ｌ 区 ： 黒 丸 及 び 一 点 鎖 線 ） が 対 照 区 （ 白 抜 き 三 角 及

び 実 線 ） 及 び 比 較 対 象 区 （ Ｆ Ｏ Ｓ 区 ： 黒 四 角 及 び 点 線 ） よ り も 有 意 に 高 く な っ た 。 そ し て

、 ３ ６ 時 間 後 、 ４ 日 後 、 ７ 日 後 に お い て も 同 様 で あ っ た 。 な お 、 対 照 区 と 比 較 対 象 区 （ Ｆ

Ｏ Ｓ 区 ） で は 、 試 験 期 間 全 体 で 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 な お 、 有 意 水 準 は ５ ％ で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 出 生 ２ ４ 時 間 目 に お け る み か け の Ｉ ｇ Ｇ 吸 収 率 に つ い て も 、 図 ２ の と お り 、 本 発

明 区 （ Ｍ Ａ Ｌ 区 ） が 対 照 区 及 び 比 較 対 象 区 （ Ｆ Ｏ Ｓ 区 ） よ り も 有 意 に 高 く な っ た 。 こ れ も

、 対 照 区 と 比 較 対 象 区 （ Ｆ Ｏ Ｓ 区 ） で は 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 な お 、 こ れ も 有 意

水 準 は ５ ％ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ れ ら の 結 果 か ら 、 哺 乳 期 子 牛 に マ ル チ ト ー ル を Ｉ ｇ Ｇ 含 有 人 工 初 乳 あ る い は 代 用 乳 と

と も に 給 与 す る こ と に よ り 、 そ の Ｉ ｇ Ｇ の 吸 収 を 促 進 す る こ と が で き る こ と 、 ブ ド ウ 糖 に

果 糖 が ２ ～ ５ 分 子 結 合 し た オ リ ゴ 糖 で あ る フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 に は 同 様 の 効 果 が 認 め ら れ な

か っ た こ と （ 糖 質 の 種 類 に よ っ て 哺 乳 期 家 畜 の 免 疫 増 強 活 性 に 大 き な 違 い が 認 め ら れ る こ

と ） が 確 認 さ れ た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 発 明 を 要 約 す れ ば 、 以 下 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 発 明 は 、 食 経 験 の 豊 富 な 成 分 を 用 い て 、 簡 便 且 つ 効 果 的 で 安 全 性 の 高 い 、 哺 乳 期 家 畜

（ 牛 、 馬 、 豚 、 羊 、 山 羊 な ど ） の 免 疫 力 を 増 強 さ せ る た め の 飼 料 組 成 物 、 哺 乳 期 家 畜 の 飼

養 方 法 等 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 そ し て 、 マ ル チ ト ー ル を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 飼 料 組 成 物 等 を 哺 乳 期 家 畜 に 給 与 又 は

経 口 投 与 す る こ と で 、 そ の 免 疫 力 を 増 強 さ せ （ 特 に 免 疫 グ ロ ブ リ ン 吸 収 促 進 を 促 し ） 、 ま

た 、 哺 乳 期 家 畜 の 死 亡 率 低 減 や 感 染 症 予 防 な ど も で き 、 効 率 的 な 酪 農 、 畜 産 経 営 を 行 う こ

と が で き る 。
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